（一行あける 行間16pt）　マージン 左右 18mm   上下25mm


2026年度関西地方学術講演会講演論文原稿テンプレート 
ゴシック・Arial 14pt表題26字以上は2行に
－副題がある場合はこのように記入 ゴシック・Arial 10.5pt 行間16pt－
（一行あける 行間16pt）　　　　　　　　　　　　
○関西太郎1，支部次郎1,2　　明朝文字10p行間16pt ○登壇者につける

1精密大学，2株式会社関西支部　　明朝文字10p行間16pt 
（一行あける 行間16pt）
要 　旨　（ゴシック9pt 行間1行）
ここに講演論文全体の要約を200字以内で記入してください．目的や方法だけではなく結果や意義等についても含めるようにしてください． 
（1行あける行間1行）

1.　緒　言　ゴシック・Arial　段落前後に0.5行
 このテンプレートは，Microsoft Word Windows版で作成しています．　　明朝・Century 9pt行間1行
原稿データはそのままマージして講演論文集として配布されます．著者校正等はありませんので，誤記等に十分注意して作成してください．
2.　原稿の執筆方法 ゴシック・Arial　段落前後に0.5行
2.1　フォーマット　ゴシック・Arial
以下に従い，原稿を作成してください． 
· ページ数：2ページ
規定の枚数に満たないもの，または超過するものは受付けられません.
· マージン：	上25mm，下25mm
左18mm，右18mm
· 図表はカラーでも構いませんが，モノクロで印刷した際にも十分意味が分かるよう，ご配慮ください．（本文中で「赤で示す」のような表記は避けてください．） 
· 字の大きさ：9ポイントを標準とします． 
· 題目：第2行の中央に書いてください．
氏名および所属：題目との間を1行あけて書いてください．連名の場合，発表者の氏名の頭に○印をつけてください．所属は脚注表記としてください．
· 要旨：所属・氏名との間を1行あけて中央にお書きください．200字以内
· 本文：
· 2段組みとしてください．
· 次の3項目を必ず盛り込んでください．
(1)研究の目的・意義，(2)研究の方法，(3)研究の結果とその意味．
· 紙面の大部分を図面や数式に使い，結果は当日発表するような構成や，「……詳細は当日の発表にゆずる」，「……については当日述べる」などの表現は避けてください．
· 速報的なものでも，構成はできるだけ上記に従ってください．原稿執筆時点以後の研究の進展を当日つけ加えて発表することは歓迎いたします．　下マージン
　27mm


· 当日参加しない人にも発表内容や研究成果が理解できるように，構成，図面の選択など，十分に検討してください．
· 図表：マージンの内側に収まるように配置してください．文字化けを避けるため，特殊なフォントの使用は極力お控えください．
2.2　図表
図の例を図1に，表の例を表1に，それぞれ示す．
[image: ]
図1　精密工学会マーク明朝・Century 9pt　行間12pt
本文との間　前後に0.5行　
表1　講演の区分　明朝・Century 9pt　行間12pt
本文との間　前後に0.5行　
	区分
	内容

	A
	設計支援技術（設計の方法論，モデリング，解析，ヒューマンインターフェイス，設計支援システム）

	B
	生産システム（モデリングと設計支援，運用計画と制御，システム・アーキテクチャ，ソフトウェアシステム，ネットワーキング，ライフサイクル設計）

	C
	材料と表面（機能材料/材料物性，表面，薄膜，ナノ構造）

	D
	切削加工（加工機械・工具，加工法，センシング・モニタリング・制御技術）

	E
	研削加工（加工機械・工具，加工法，センシング・モニタリング・制御技術）

	F
	研磨加工（ラッピング・ポリシング，複合研磨，曲面研磨）

	G
	物理化学加工（電気加工，化学的加工，高エネルギー密度加工，射出成形，マイクロリソグラフィ，その他の加工）

	H
	機構（機構・解析，制御，機構要素，マイクロメカニズム）

	I
	自動化技術（メカトロ機器，ロボット機構，ロボット制御，制御）

	J
	計測・評価（画像応用計測，光応用計測，形状測定，表面粗さ・性状評価，センシング技術，精度評価・データ処理）

	K
	計算物理・シミュレーション（量子力学に基づくもの，古典力学に基づくもの）

	L
	バイオ・メディカルエンジニアリング（ヒューマンサポート工学，医用工学，バイオサポート工学）

	M
	新分野・その他


○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
3.　講演申込方法
講演申込はgoogleフォームからのみ受け付けます．作成した原稿はPDFファイルに変換（上限：10 MB）しておいてください．なお，申込の際には表1に示す講演区分から最も適当なものを選択していただきます．フォームのURLにつきましては，精密工学会関西支部ホームページをご覧ください．なお，社内事情等でgoogleフォームをご使用できない場合は，別途お問合せください．
問合せ先　：　jspekansai2026@gmail.com
4.　その他
講演論文は，講演会のために書かれた論文であり，校閲を経ていない点で学会誌に掲載される論文とは区別されます．
5.　結　言
本研究では，次のような結果を得た．
(1) Microsoft Wordによるテンプレートを作成した．
(2) 精密工学会関西支部ホームページにより公開した．
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最終ページに余白が出る場合は，本文を２段均等に分け，下段２段を通して余白にする．
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